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 私がアメリカ留学を決めた理由は大きく分けて二つありました。一つは、小さいころか

ら海外にあこがれ、様々な国の人と交流し異文化に触れたいと思っていたからです。私は

以前、韓国とシンガポールへのホームステイの経験がありました。しかし、当時の私は全

くと言っていいほど英語を話すことができず、言葉の壁を感じました。この経験から、英

語を不自由なく使えるようになりたいと思ったことが二つ目の理由です。これらの理由か

ら、私はアメリカ留学を決意し、４か月とうい短い期間を無駄にしないように、出発前か

ら英語に触れる機会を増やしていきました。 

 出発当日、これから始まるアメリカでの生活に期待を寄せながら日本を出国しました。

しかし、天候や気圧の関係で不安定なフライトが続き、飛行機が少し遅れていたことで、

次第に不安な気持ちが大きくなりました。その後、カンザスの空港へ着いたときには、少

し疲れも感じていましたが、無事到着できたことと、これから本当にここで生活していく

というワクワクした気持ちでいっぱいでした。 

 BEARCATSと大きく書かれたバスに案内され、学校へと向かいました。私たちを案内し

てくれたブリンダがリンゴを丸かじりしながら誘導してくれたことに、とても驚きました。

このことは、今でも覚えているアメリカを感じた瞬間の一つです。時間が遅かったため、

学校までの道中にあるマクドナルドで夕食を食べました。アメリカでの初めての食事だっ

たため、すべてが新鮮でたくさん写真を撮ってはしゃいでいたこと覚えています。夕食を

食べ終えたころには、外はすでに暗くなっていました。学校へ着いたのは、夜の 11時頃で

した。先に South Complexという寮に到着し、大半の日本人と先生がここで降りてしまい、

Frankenが寮の私たち 8人と他の国から来た留学生だけになりました。South Complex を

出てすぐにバスが何かにぶつかり、私の座っていた席の窓下がへこんでしまうというハプ

ニングがありましたが、寮には無事に到着しました。その後、部屋の鍵を渡され少し説明

があった後部屋に案内されました。正直のところ、この時点では相手の言っていることの

半分以上が聞き取れず、混乱していました。なんとか部屋に到着し、次の日に備えて早く

寝ようと思っていたところ、部屋にあると言われていた布団類やタオルがないことに気づ

きました。すぐに、近くにいた人に聞きに行きましたが、言葉がつまり、うまく伝わりま

せんでした。私たちは寮の一階にある、カウンターへ行き、つたない英語で状況を説明し

たところ、なんとか理解してもらいました。しかし、「ないなら今から買いに行こう！」と

言われてしまい、英語で説明することの大変さを感じました。その後、もう片方の寮の人

たちと連絡が取ってもらったり、Southまで案内してもらったり、布団類を探してもらうな

ど、大変親切にしてもらい、現地の学生の優しさに触れることができました。この時、お

世話になった人たちには、その後の 4か月間を通して困った時などの、頼れる存在として

お世話になりました。アメリカ初日は、慌ただしくハプニング続きでしたが、とても印象



に残るいい経験になりました。 

 次の日からは、数日間のオリエンテーションが行われ、ラップトップの受け取りやクラ

ス分けテスト、またとても広い学校内をゲーム形式で探検したりしました。私は、着いて

から一週間以上、時差ボケが抜けずにとても苦労しました。授業が始まってからも、授業

が 15時に終わり寮に帰るとすぐに寝てしまう生活が続いてしまい、いくつかイベントに参

加できなかったことを少し公開しています。授業は、TOEIC Class, Reading/Writing 

Class, speaking/Listening Class, Grammar Class と最初の 2か月だけ Culture Classの

５つがありました。行く前に、先輩方から授業が難しい、宿題がたくさん出るから大変だ、

と言われていたので、少し不安でした。ですが、授業が始まるころには、だいぶ耳も慣れ、

先生の言っていることが聞き取れ、難しいことは言っていないと気づき、不安もすぐにな

くなりました。ほとんど毎回の授業で単語テストがあり、そのおかげで分からない単語や

授業での topic を見失うこともなかったように感じます。私が一番大変だと感じた宿題は、

Speaking/Listening Classで出された“Stranger”に話しかけるという宿題です。自分の

英語に自信がなかったので、知らない人に自分から話しかけに行くことにはすごく抵抗が

ありました。しかしこの宿題のおかげで少し自信がつき、それ以降さまざまな国の人と話

すきっかけにもなったと思っています。授業で、私が一番苦労したことは、Reading/writing 

Classでの essay です。教科書を一章進むごとに、それぞれの内容に合わせた essay を書い

ていました。教科書の内容に合わせつつ、自分の意見や経験を書いていく形のもので、一

枚書き終えるのに、3度ほど添削が入り書き直し、完成させていかなければいけませんでし

た。「書く英語」は「話す英語」と異なり、きちんとした文法で流れに沿って書くことが必

要なので、とても苦労したのを覚えています。また、essay と同時に Article reportの宿題

があるときは paper homeworkが重なり夜遅くまで苦戦してり、クラスの友達やネイティ

ブの友達に聞きに行ったりしたこともありました。その甲斐あって、留学前は苦手だった

長文が得意になり、宿題の点数も満点に近づいていきました。授業は大変なことばかりで

はなく、ゲーム形式で問題を出し合うなど、楽しみながら学ぶことができました。また、

ESLのみんなで field tripで Omaha ZooやMuseumに行きました。Field tripでは、普段

クラスの違う子や、ESL以外の学生と一緒に行くため、新しく仲良くなれる友達や、クラ

スが同じ友達とはさらに仲が深まるなど、とても楽しい思い出になりました。Zooや

Museumだけでなく近くのショッピングモー

ルなどで買い物する時間もあったので、お土産

を買ったり、自分用に服を買ったり、充実した

時間を過ごしました。また、週に2回授業後に、

conversationがありネイティブの学生と話す

時間がありました。私の担当をしてくれたのは、

Mallory という一個上の女の子でした。

Malloryはとても気さくで英語がでてこない私

Mallory と Easter egg 作り 



たちに、トランプやボードゲームをすることで英語に慣れさせてくれたり、飼っている猫

を連れてきて気分転換させてくれたり,イースターエッグを作ったりしました。 

 授業以外では、学校内で毎週たくさんのイベントが行われており、学生が主催して行っ

ているものや、私たちのような international studentに向けたイベントなどがありました。

毎週 Activity Reportを提出しなければいけないこともあり、私たちはたくさんのイベント

に参加しました。BBQや color party, ice party, treasure hunting などほとんど毎週パーテ

ィのような状況でした。授業が始まってすぐにあったイベントでは、大きいバルーンの滑

り台や、raceができるアトラクションのようなものがありました。私は同じクラスの友達

とそこの会場で友達になったネパールの友達と一緒に遊び、全然英語が話せない私にたく

さん話しかけてくれて、仲良くなれたのでとても嬉しかったです。また、Halloween の時

には、街は仮装した子どもで溢れており、それぞれのお店も全て Halloween 仕様になって

いて、日本では見ることのできない本場の Halloween を経験できました。別の日には ESL

のみんなで仮装してパーティをしたこともいい思い出です。また、その時期には、学校の

周りでHaunted Houseがたくさん行われてい

ました。私は街にあった子供向けのものと、学

校内にある寮を丸々一個使ったものに行きま

した。寮のほうは、夜遅くにしかやっておらず、

怖そうだなと思いながらも行きました。一日目

は、とても人気で待っている人が溢れているか

ら入れないと言われてしまったため、二日目は

早い時間から行きました。ロビーで順番を待っ

ていると、お化け役の人の休憩時間になり、た

くさんの仮装した人たちがロビーに降りてき

て、軽食を食べて休憩する人や、待っている私たち話しかけに来てくれる人もいて、とて

も気さくな雰囲気でした。その後に、私たちの順番

が来て中に入りましたが、瞬間的な驚きなどはあっ

ても全体を通して楽しく笑っていた気がします。そ

の他にも footballや basketballの試合観戦にもいき

ました。私は日本でも、スポーツ観戦に行ったこと

がなかったので、生で見る迫力満点の試合はとても

印象的でした。また、スポーツの試合があるときに

はマーチングバンドやチアリーディングの人が必ず

いて、ハーフタイムなどにパフォーマンスがあった

ので、飽きずに観ることができました。 

 留学生活も半分を過ぎ、帰国を意識し始めた頃、

アメリカでは Thanksgiving という位週間ほどの
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スポーツ観戦 



Holidayがありました。この期間は学校も寮もすべて閉まり、学生は家に帰る人がほとんど

です。その期間に私たちはホームステイをしました。私は FIS familyのお家でお世話にな

りました。家族はお父さん、お母さん、二人の姉妹と犬が一匹と猫が二匹いる家族でした。

まず初めに私が驚いたことは、お母さんに、「ここはあなたの家だから好きなように楽にし

ていいのよ」と言われたことです。私たちのことを、家族同然に受け入れてくれているこ

とに、驚きと同時に少し感動しました。時期がクリスマス前だったこともあり、毎日家の

どこかをデコレーションし、クリスマス映画をみんなでみました。Thanksgivingの前日か

らは隣の州にある親戚の家に泊まりにいきました。そこのお家は、とても広いコーン畑を

持っている家族で、敷地内にはさまざまな設備や車などがあり、工場見学をしている気分

になりました。夜ご飯のピザを買いに行った時には、お店が混んでいたため、近くにある

おばあちゃんの経営する託児所に遊びに行ったり、街を案内してもらったりしました。帰

り道では、道路の真ん中に大きなシカがいて、ぶつかりそうになったこともありました。

当日には、親戚の人がたくさん集まりそれぞれ持ってきた料理をみんなで、いただきまし

た。その後、天候が悪化したため、私たちは早め

に帰宅することになりました。帰り際には、親戚

の女の子がブレスレットをくれたり、また会いに

おいでと言ってもらったり、短い時間でしたが温

かい優しさを感じました。その後、私たちの FIS 

family のお家に戻り、再びクリスマスの準備が始

まりました。クリスマスの準備に関して一番印象

的だったことは、tree farmに行って本物のクリス

マスツリーをとってきたことです。朝早くに家を

出て、車で 1時間ほど走ったところに木を取りに

行きました。これは日本では、絶対に体験できないことだと思います。私たちがお世話に

なった一週間は、毎日クリスマスムードでしたが、クリスマス本番にはすでに帰国してい

るということで、お母さんが少し早く私たちにクリスマス気分を味わわせてくれました。

家族みんなでクリスマスクッキーやピザを作ったり、Gingerbread House を作ったりしま

した。短い期間でしたが、とても濃い一週間になりました。 

 この留学生活は、私が期待していた以上に充実し濃い 4か月になりました。不安なとき

や大変だったときに支えてくれた一緒に行った仲間や、毎日楽しい授業をしてくれたり、

日常生活のサポートをしてくれた先生方、全然英語が話せない私にたくさん話しかけ中食

してくれた現地の友達には、感謝しきれません。また、留学前に様々なサポートをしてく

れた国情の先生方や家族のサポートがあって、今回このような貴重な体験をすることがで

きました。ありがとうございました。この経験を、将来に生かせるようこれからも英語力

の向上に向けた努力を続けていきたいと思います。 

 

Thanksgiving Day 


